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第
８
回
「
文
芸
思
潮
」
現
代
詩
賞
に
多
数
の
御
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
こ
と

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
今
年
も
日
本
全
国
お
よ
び
海
外
か
ら

六
三
一
名
と
い
う
多
く
の
方
に
ご
応
募
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
と
な
り
ま

し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

五
月
末
に
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
応
募
作
の
中
か
ら
、
ま
ず
選
考
委
員
会

予
選
担
当
に
よ
っ
て
第
一
次
予
選
、
第
二
次
予
選
、
第
三
次
予
選
の
選
考
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
通
過
し
た
作
品
を
対
象
に
、
九
月
二
三
日
、
嶋
岡
晨
、
松
尾
真
由

美
、
五
十
嵐
勉
の
各
選
考
委
員
に
よ
り
、
最
終
選
考
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
厳
正
な
審

査
の
結
果
、
以
下
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
も
す
ぐ
れ
た
作
品
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ひ
き
続
き
「
佳
作
」
と
し
て
よ
り

広
く
顕
彰
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

奨
励
賞
お
よ
び
佳
作
の
作
品
の
中
に
も
多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
作
品
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
作
品
も
、
で
き
る
だ
け
「
文
芸
思
潮
」
ウ
ェ
ー

ブ
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
誌
上
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
御
期
待
く
だ

さ
い
。

　

現
代
詩
賞
の
授
賞
式
は
、
銀
華
文
学
賞
、
エ
ッ
セ
イ
賞
、
イ
ラ
ス
ト・漫
画
賞
と
併
せ
て
、

明
年
二
〇
一
三
年
一
月
二
十
六
日
（
土
曜
日
）
午
後
二
時
よ
り
東
京
都
大
田
区
下
丸
子

の
大
田
区
民
プ
ラ
ザ
で
行
な
う
予
定
で
す
。
受
賞
者
以
外
の
方
も
御
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
親
睦
を
兼
ね
て
、
お
誘
い
の
上
ぜ
ひ
御
来
場
く
だ
さ
い
。

　

第
９
回
「
文
芸
思
潮
」
現
代
詩
賞
は
、
明
年
も
今
年
と
ほ
ぼ
同
じ
要
領
で
募
集
を
行

な
い
ま
す
。
締
め
切
り
は
五
月
三
十
一
日
で
す
。
ど
う
ぞ
奮
っ
て
御
応
募
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
文
芸
思
潮
」
現
代
詩
賞
選
考
委
員
会
／
文
芸
思
潮

　

第
８
回
「
文
芸
思
潮
」
現
代
詩
賞　
発
表

「文芸思潮」現代詩賞発表

第
８
回

第8回「文芸思潮」
　　　　現代詩賞

「
巫
」「
種
子
」「
引
き
継
ぐ
月
日
」

 

　
　
　
　
　
　
　
　

芳
賀
沼
さ
き
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

「
メ
タ
世
界
よ
り
」「
書
熱
の
中
で
」「
有
限
の
メ
モ
」

 

　
　
　
　
　
　
　
　

漆
原
正
雄
（
鳥
取
県
鳥
取
市
）

優
秀
賞

第
８
回
「
文
芸
思
潮
」
現
代
詩
賞

最
優
秀
賞　

奨
励
賞

　
　
　

該
当
作　

な
し

「
岬
の
突
端
に
い
る
人
よ
」「
幻
の
蝶
」

「
地
の
果
て
は
か
げ
ろ
う
の
彼
方
」

 

　
　
　
　
　

川
原　

歩
（
神
奈
川
県
海
老
名
市
）

「
存
在
肯
定
証
明
」「
∞
形
状
進
化
」

「
消
失
光
点
域
」　
榊　

一
威
（
山
形
県
寒
河
江
市
）

「
裸
木
」　　
　

清
水
一
美
（
東
京
都
立
川
市
）

「
庭
は
墓
な
の
か
も
し
れ
な
い
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

熊
野
級
子
（
東
京
都
杉
並
区
）

「
不
帰
郷
」 

　

山
下
洪
文
（
東
京
都
豊
島
区
）

「
中
毒
」「
残
照
」「
ジ
オ
ラ
マ
模
型
」

 

　
　
　
　
　
　
　
　

冰
瀬　

憂
（
北
海
道
函
館
市
）

「
失
意
ア
ン
テ
ナ
」「
夏
の
日
の
失
速
」「
失
光
か
ら
、過
ぎ
」

 

　
　
　
　
　
　
　
　

中
河　

萌
（
京
都
府
京
都
市
）

「
行
間
に
、
焼
け
焦
げ
た
肉
片
は
臭
う
の
か
？
」

 

　
　
　
　
　
　
　
　

小
池
陽
慈
（
東
京
都
大
田
区
）

「
新
し
い
国
」 　
　
　
　
　
　

貝
崎
由
香
（
大
阪
府
茨
木
市
）

「
明
鏡
止
水
と
き
ど
き
揺
ら
ぎ
」「
踊
る
雪
月
花
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
見
龍
之
介
（
埼
玉
県
草
加
市
）

「
効
か
な
い
薬
」「
Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
」「
半
獣
神
」

 

　
　
　
　
　
　
　
　

丸
岡
永
乃
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

「
夢
の
あ
と
さ
き
」「
菜
の
花
の
季
節
」「
海
の
中
の
空
」

 

　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
芳
子
（
東
京
都
狛
江
市
）

「
時
の
散
在
、
あ
る
い
は
眩
暈
」「
犠
牲
の
涙
」

 

　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
理
樹
（
大
阪
府
大
阪
市
）

「
日
付
変
更
線
」「
年
齢
詐
称
」「
行
列
」

 

　
　
　
　
　
　
　
　

江
田
つ
ば
き
（
千
葉
県
市
原
市
）

「
葱
池
」「
ぼ
ん
や
り
と
し
た
女
」「
立
像
」

 

　
　
　
　
　
　
　
　

草
野
理
恵
子
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

「
銅
版
画
」「
テ
ン
ペ
ラ
画
」

　
　
　
　
　
　

 

　
　
　

吉
川
彩
子
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

「
箱
舟
」 

　
　
　
　
　

中
島
真
悠
子
（
静
岡
県
富
士
宮
市
）

「Ship     Fools

」「
不
可
解
な
犬
の
散
歩
」「
失
憐
冬
日
」

 
                        

滝
川　

閑
（
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
）

「
椋
鳥
」「
声
」「
さ
な
ぎ
」
恵
矢
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

「
い
い
に
お
い
の
す
る
方
へ
」「
少
年
少
女
の
息
で
砕
け
散

り
そ
う
な
」        　
　
　
　

岡
崎　

師
（
北
海
道
札
幌
市
）

of
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佳
作

「
黒
い
こ
だ
ま
」「
諦
観
」「
思
春
期
」 

   

小
松
真
紀
理

「
篭
を
編
む
」「
鵯
上
戸
」                

   

佐
藤
光
江

「
デ
ィ
テ
ー
ル
」「
孤
独
死
」「
青
い
鳥
症
候
群
」柏
邊
愛
菜
子

「
蕾
」                                           

   

佐
藤
隆
定

「
千
光
寺
」「
髪
の
生
涯
」「
柳
の
下
〜
万
葉
集
よ
り
〜
」

                                                            

枡
井
康
子

「
ソ
リ
タ
リ
ー
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
断
崖
で
」「
瀝
青

の
塔
」                                          
御
園
陽
樹

「
狂
乱
、妄
想
」「
棺
」「
小
屋
」 

            

小
山　

健

「
中
立
的
な
午
後
」「
扇
風
機
と
初
恋
」「
健
康
な
生
活
と
缶
ビ
ー
ル
の

た
め
の
７
話
」                                    

東　

正
直

「
臨
界
」「
褒
美
」「
ま
っ
す
ぐ
に
命
ま
が
り
く
ね
っ
て
」 

き
く
ゐ
た
か
を

「
光
の
窓
」「
肉
の
塊
」「
置
い
て
け
ぼ
り
」    

一
塚　

保

「
よ
ろ
し
く　

博
多
の
空
よ
」「
最
勝
の
ペ
ン
と
な
る
な
ら
ば
」

 
                                                   

篠
田
耐
江

「
悔
恨
」「
二
十
？
世
紀
に
は　

砂
嵐
」 

   

上
田　

勝

「
ル
ナ
テ
ィ
ッ
ク
」「
蛆
虫
の
約
束
」               

菊
池
智
弘

「
標
本
」「
収
穫
の
日
」「
あ
な
た
の
椅
子
」    

氷
魚

「
踏
切
」「
急
行
急
病
人
線
」「
往
復
」 

   

松
岡　

宮

「
夜
」「
花
火
」「
エ
レ
ジ
ー
」 

             

岩
田
和
佳
奈

「
ど
こ
」                                          

閏

「
詩
に
よ
る
試
論
：
た
と
え
ば
『
人
魚
姫
』に
つ
い
て
」「
線
」「
生
命
の

木
」 

                                         

青
木
由
弥
子

　
　
　

選　

評

　

詩
に
向
か
う
こ
と
の
繊
細
さ
を　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
尾
真
由
美

　

今
回
は
残
念
な
が
ら
当
選
作
が
な
か
っ
た
。
全
体
の
印
象
か
ら
い
っ
て
も
読
み
手
の

胸
に
迫
っ
て
く
る
作
品
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
な
ぜ
、
詩
を
求
め
る
の
か
、

詩
で
表
現
す
る
こ
と
の
意
味
を
も
う
少
し
考
え
て
ほ
し
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
気
に
な

っ
た
の
は
記
号
の
扱
い
方
で
あ
る
。（　

）
や
＼
や
！
を
無
造
作
に
使
用
す
る
作
品
が

多
す
ぎ
る
。
本
来
的
に
は
、
詩
は
言
語
の
格
闘
で
あ
る
。
何
気
な
い
一
語
で
も
作
者
次

第
で
言
葉
の
陰
影
は
変
わ
り
、
同
じ
言
葉
を
使
っ
て
い
て
も
作
者
に
よ
っ
て
重
さ
や
軽

み
が
出
る
。
そ
れ
だ
け
詩
の
言
葉
は
個
的
で
豊
か
な
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
詩
の
言

葉
の
中
に
記
号
（
異
物
）
を
入
れ
込
む
こ
と
は
簡
単
で
は
な
く
、
よ
ほ
ど
効
果
的
に
扱

え
な
け
れ
ば
、
作
品
を
潰
す
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
こ
と
は
充
分
に
承
知
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
上
で
各
々
が
作
品
に
向
か

っ
て
ほ
し
い
。

　

優
秀
賞
の
山
下
洪
文
は
作
品
ご
と
の
冒
頭
に
黒
田
喜
夫
の
一
節
を
掲
げ
て
い
る
。
黒

田
は
、
そ
の
濃
い
作
品
世
界
に
魅
せ
ら
れ
て
い
る
フ
ァ
ン
が
実
は
多
く
、
こ
の
名
を
作

品
に
使
う
こ
と
は
非
常
に
危
険
で
あ
る
。
黒
田
の
詩
と
比
べ
ら
れ
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、

山
下
は
黒
田
の
エ
ッ
セ
ン
ス
だ
け
を
抽
出
し
て
自
己
の
詩
世
界
を
広
げ
た
こ
と
で
、
詩

人
の
一
節
を
生
か
せ
た
と
思
う
。「
不
帰
郷
」
は
、
僕
と
君
が
故
郷
と
い
う
言
葉
で
対

比
さ
れ
、
逃
げ
場
を
持
つ
者
と
持
た
な
い
者
の
違
い
を
鮮
や
か
に
描
き
出
す
。
こ
の
対

比
が
陰
と
陽
、
深
さ
と
浅
さ
、
最
後
に
善
意
（
は
っ
き
り
と
は
出
て
い
な
い
が
）
と
悪

意
（
僕
）
で
締
め
括
ら
れ
る
の
は
胸
を
突
く
。
深
い
孤
独
が
あ
る
か
ら
こ
そ
深
い
優
し

さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
若
い
僕
と
君
の
関
係
か
ら
浮
き
上
が
っ
て
き
た
の
が
秀
逸

で
あ
っ
た
。

　

同
じ
く
優
秀
賞
の
榊
一
威
は
「
∞
形
状
進
化
」
に
詩
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
感
じ
た

が
、
あ
え
て
「
存
在
肯
定
証
明
」
に
つ
い
て
語
ら
せ
て
も
ら
う
。
榊
の
作
品
は
言
葉
の

リ
ズ
ム
感
が
良
く
、
書
記
と
身
体
が
一
体
化
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
説
得
力
が
あ
り
、
表

現
の
過
剰
さ
も
許
容
範
囲
に
納
ま
る
。
だ
が
、「
世
界
を
想
像/

創
造
」
は
詩
の
中
で

簡
単
に
使
う
べ
き
で
は
な
く
「
次
元/

時
限
」
と
は
言
葉
の
質
が
違
う
。
こ
う
し
た
と

こ
ろ
に
注
意
深
く
あ
っ
て
ほ
し
い
。

　

優
秀
賞
の
熊
野
級
子
「
庭
は
墓
な
の
か
も
し
れ
な
い
」
は
、
一
行
ご
と
の
微
妙
な
飛

躍
に
ぶ
れ
が
な
く
端
正
な
印
象
を
受
け
た
。
血
と
い
う
も
の
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
ゆ
え

で
あ
ろ
う
。
身
内
（
父
や
妹
）
が
言
葉
ど
お
り
に
主
体
の
身
の
内
に
入
っ
て
い
て
、
人

の
存
在
の
内
と
外
の
混
濁
に
独
自
性
を
感
じ
さ
せ
る
。そ
れ
は
主
体
の
対
象（
父
や
妹
）

に
対
す
る
拒
否
と
肯
定
の
心
情
の
幅
に
応
じ
て
い
て
、
端
正
な
行
運
び
の
中
に
こ
の
激

し
い
振
幅
が
こ
め
ら
れ
、
こ
の
作
品
の
強
度
を
象
っ
て
い
る
。

　

優
秀
賞
の
清
水
一
美
の
「
裸
木
」
は
天
や
地
と
い
う
大
き
な
対
象
を
歩
行
の
感
覚
で

受
け
止
め
る
。
偉
大
な
も
の
と
の
邂
逅
に
漢
語
が
効
果
的
に
使
わ
れ
て
、
ひ
と
つ
間
違

え
ば
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
堕
し
て
し
ま
う
テ
ー
マ
を
集
中
力
で
乗
り
越
え
て
い
る
。
そ

こ
に
力
を
感
じ
た
。
た
だ
四
か
所
の
（　

）
は
す
べ
て
削
る
べ
き
。
説
明
的
に
な
っ
て

い
る
。

　

奨
励
賞
の
丸
岡
氷
乃
の
「
効
か
な
い
薬
」
は
素
直
な
書
き
方
に
好
感
が
持
て
た
。
風

景
の
描
写
が
良
く
、
そ
う
し
た
リ
ア
ル
さ
と
、
夢
遊
病
患
者
と
い
う
固
い
代
名
詞
が
、

言
葉
の
動
き
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
だ
か
ら
こ
そ
表
現
に
浸
透
で
き
て
い
る
。
鎮
痛
剤
も
詩
の

祝
祭
の
中
の
一
つ
の
薬
味
で
あ
る
だ
ろ
う
。
活
動
的
な
明
る
さ
が
心
地
い
い
。
最
後
の

一
行
も
良
か
っ
た
。

選　評

　
　
　

選　

評

第8回「文芸思潮」
　　　　現代詩賞

詩
に
向
か
う
こ
と
の
繊
細
さ
を

「
レ
ン
タ
ル
エ
ン
ジ
ェ
ル
」「
歩
き
方
」「
証
明
」広
瀬
治
弥

「
夢
殃
殺
梅
花
詠
誄
歌
」「
嗟
病
遠
等
咩
禍
津
日
賦
」「
絳
御
衣
婀
神
白

骨
囓
祭
文
」                                       

佐
藤
駿
司

「
閉
塞
＋
」「
雨
に
ま
つ
、霜
月
の
」「
窓
枠
」   

渡
辺
利
彦

「
言
語
へ
孤
立
し
た
神
聖
空
間
＞
始
原
」「
ア
リ
サ
へ
」「
ピ
ク
チ
ャ
ー
」                                                   

嶺
井
貴
雪

「
暑
い
」「
股
か
け
」「
マ
リ
ー
」 

            

村
上　

柊

「
香
ル
池
」「
さ
い
し
ょ
の
空
」「
色
」 

   

日
疋
士
郎

「
愛
さ
れ
て
育
っ
た
子
」「
絆
の
裏
側
」「
欠
け
て
い
る
」

                                                            

大
空
美
南

「
点
綴
」「
義
眼
」「
彼
女
」                       

國
分
郁
子

まつお　まゆみ

1961 年北海道生まれ
個人詩誌「ぷあぞん」発行「歴程」同人
詩集『燭花』（思潮社）
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ＢＯＸ詩集個展用パンフレット詩集
『装飾期、箱の中のひろやかな物語を』
現代詩文庫『松尾真由美詩集』（思潮社）
アンソロジー『現代詩最前線』（北溟社）『小
野十三郎を読む』（思潮社）『短篇集　夜』（驢
馬出版）
北海道新聞文学賞（詩部門）選考委員

1961 年北海道生まれ

　　　　現代詩賞

まつお まゆみ

　

奨
励
賞
の
江
田
つ
ば
き
の
「
日
付
変
更
線
」
は
望
遠
鏡
や
遊
覧
船
と
い
う
指
示
性
の

あ
る
名
詞
や
、
具
体
的
な
動
作
が
「
こ
え
る
た
め
に
線
は
あ
る
」
と
い
う
抽
象
性
に
現

実
感
を
持
た
せ
て
い
る
。
一
場
面
の
甲
と
乙
が
見
え
る
よ
う
で
、
作
品
に
説
得
力
も
あ

る
の
だ
が
、
し
か
し
、
最
終
連
、
終
わ
る
た
め
に
こ
の
作
品
の
説
明
な
ど
の
落
ち
は
つ

け
な
く
て
い
い
。
想
像
力
で
最
後
ま
で
描
き
き
る
こ
と
。

　

奨
励
賞
の
小
池
陽
慈
の
「
行
間
に
、
焼
け
焦
げ
た
肉
片
は
臭
う
の
か
？
」。
伸
び
伸

び
と
し
た
筆
致
で
描
か
れ
る
作
品
は
、
実
際
に
は
悲
惨
な
世
界
の
ど
う
に
も
な
ら
な
さ

を
訴
え
て
い
る
の
だ
が
、
娘
と
い
う
真
っ
当
な
未
来
の
明
度
が
読
者
を
救
っ
て
く
れ
る
。

娘
と
い
う
言
葉
が
軽
々
し
く
な
い
の
は
、
次
世
代
の
娘
へ
の
作
者
の
思
い
が
深
い
か
ら

だ
ろ
う
。
だ
が
、
一
連
目
は
表
現
と
し
て
弱
い
。
な
い
方
が
よ
り
作
品
が
ク
リ
ア
に
な

る
と
思
う
。

　

浅
見
龍
之
介
の
「
踊
る
雪
月
花
」
は
諧
謔
が
楽
し
く
跋
扈
し
て
い
る
。
カ
ッ
プ
麺
と


